
シンコムアグリテック株式会社

茶ノ木由来カーボンクレジット



１．伐根された茶ノ木 2．釜にセットして着火

3．釜内無酸素、煙出ない 4．炭化完了→土壌に投入

茶
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で
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造



茶ノ木由来カーボンクレジット

⚫ バイオ炭を地産地消

＝製造地と投入地が同一圃場

＝原料が100％トレーサブル

⚫ 製造に伴うCO2排出最小限

→着火用ライター数回

→炭化器の輸送時のトラック排気



生産家のメリット

⚫ 根が土壌に残らない

⚫ 処分費を削減できる

⚫ バイオ炭による土壌改良

⚫ 早い納期、低コスト



クレジット購入者のメリット

⚫ 強度の高いエビデンス

→原料・位置・工程が全て特定可能

→ダブルカウントリスクがない

⚫ストーリー性 （IR・広報価値）

⚫地域貢献型投資（CSR×GX）



⚫ 強度の高いエビデンス

→作業完了を生産家と相互確認



⚫ 強度の高いエビデンス→全作業をSNSにアップ

→完了した「釜数」を撮影、

コメント欄にアップロード）

FACEBOOK
静岡茶炭の会



シンコムアグリテック株式会社

実績と実力

⚫ 1日約1反のスピードで茶ノ木を炭化

⚫ 2025年 実績 20,425㎡

⚫ 31．4㌧のバイオ炭を製造

⚫ 56．6㌧分のカーボンクレジットを申請準備中



１釜＝バイオ炭56KG・18釜を運用 １反（1,000㎡）＝30～35釜／DAY

※樹齢、伐根前の状態による

シンコムアグリテック株式会社

実績と実力



シンコムアグリテック株式会社

熱さに強い共創パートナー募集中



※本事業は適切な安全管理体
制のもとで実施しています。

野外での炭化は専門的知見と
十分な経験と管理が必要です。
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